
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

雪降って、運動場いっぱいの子どもかな 

 

 

 

 

 

今年もよろしくお願いします 

「雪とけて 村いっぱいの 子どもかな（小林一 茶）」いう俳句があります。 

１月２７日（月）前日からの雪で、運動場は真っ白でした。こんなに雪が積も

るのは何年ぶりでしょう。交通機関が乱れるなど、大人にとっては大変でしたが、

子ども達は久しぶりの雪に大喜びでした。中休みや昼休みには、たくさんの子ど

も達が、運動場に出て、雪遊びを楽しんでいました。友達や先生と一緒に、雪合

戦をしたり、雪だるまや雪うさぎをつくったり、大いに楽しんでいました。子ど

も達が雪の冷たさやきれいさ、自然や友達のよさに触れ合うよい機会・ 

体験になりました。どの子もとてもよい表情をしていました。 

 

平成２８年１月２８日（木） 第３３号（１５８） 

      学校だより 

子どもたち一人一人が笑顔ですごす学校をめざして 

北九州市立折尾東小学校 

〒 807-0824 

八幡西区光明１－２－１ 

℡ 602-2621  奥田 淳一 

 

感謝の気持ちを大切に 

１月２４日～３０日は給食週間です。折尾東小学校では、食べ物のありがたさ

や大切さに気付かせ、給食や食べ物をつくってくださっている人たちへの感謝の

気持ちをこめて次のような取り組みをしました。 

 

○ 給食室にはる絵をかく。（１・２年） 

○ 調理士さんへのお礼の手紙を書く。（全校）各クラス１名が放送する。 

○ 給食委員会が「地場産野菜・郷土料理の紹介ポスター」や「給食の歴史紹

介パネル」をつくる。 

○ 「給食ができるまで」のビデオ（岡本先生自作）を視聴する。 

 

 

 給食週間の取り組みでは、５・６年の給食委員さんたちが、いろいろなアイ

デアをだして、前向きに取り組んでくれました。給食週間の取り組みを通して

子ども達は食べ物の大切さや周りの人の思いを受け取っていったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ありがとう」・・とても素敵な言葉です。 

私たち人間は、一人で生きていません。いつもどこかで誰かのお世話になった

り、助けてもらったりしながら生活しています。そのことに、感謝の気持ちを

もち、また、どこかで人のために何かができる子どもを育てていきたいですね。 

 

調理士さん、たくさんの皆さん 

ありがとうございます 

雪がっせんしたよ 雪がわれ

たとき、すぱっといい音したよ 

（１・２年生が書いた作文や詩より） 

雪をまるめ

て大きな大き

なボールをつ

くったよ  で

も大きすぎた

らすぐわれる。

ちょっともっ

たいない。 
雪がこんなに

ふったのはじめ

てだったよ 雪

をさわったら 

ふわふわだった

から 気もちよ

かった 

ゆきだるまを
つくるとみんな
からほめられま
した。あしたも
つもってほしい
な。またやりた
いです。 

ゆきあそびをしました。大きい

ゆきだるまをつくってたのしか

ったです。 

（２年生が書いた詩より） 

給食委員会の取り組み 

給
食
の
調
理
の
ビ
デ
オ 

６
年
生
の
お
弁
当
の
模
型 

クラス代表の放送 


